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＜病棟連絡事項＞
・12/13(金)は金先生がお休みとなります。
＜ベッドコントロール＞

・飯豊　信雄様～本日入院形態を任意入院に変更し、北病棟へ転出となっています。家族様へも了承を得ています。
・鈴木　和則様～12/11西病棟へ転入予定となっています。
＜患者様連絡事項＞
・田村　真紀子様～退院について両親は許可していますが、キーパーソンである弟様への確認がとれずにいます。弟様へ退院やサービス調整について確認をしていきましょう。
・澤口　利香様～臨時薬が継続処方となっています。
・佐々木　美恵子様～主治医へＳＳＴ指示を依頼しています。本日介護認定調査を実施しています。その際、娘様よりはっきり受け答えしている様子を偽っている感じがしておかしいと話がありました。年末に外泊もある為、外泊時の様子も見て気になる事があればスタッフへ伝えるよう説明をしています。　白内障については埼玉県で眼科受診をした際に手術適応と診断されたが、視力低下等で書類の手続きができず諦めたと娘様より情報がありました。手術等希望する際は退院後に受診するように説明をし、了承頂いています。
・佐々木　理佳様～本日採血し、クロザリルが継続処方となっています。また、退院後の外来受診について、クロザリル服用開始から6ヶ月間は週1回の採血を実施しなければならないため、毎週外来通院(火曜日)する事となります。定期的な通院と確実な服薬が行えるように家族へも説明をした上で、退院日の調整をしていきましょう。
　
・山田　睦子様～家の様子見るために12/14～15で外泊希望あり、主治医へ確認し許可となっています。
・金山　辰巳様～家族様より正月前に入浴と床屋に連れて行きたいと12/24～12/25で外泊希望あり、主治医へ確認し許可となっています。インフルエンザの予防接種を実施していない為、出発時に家族内でインフルエンザ罹患者がいないか確認し、外出時のマスク着用促し、帰院時に発熱等の症状がなかったかの確認もしていきましょう。
・葛西　せつ様～本人より12/30～1/4で外泊希望が聞かれ、口頭で許可頂いています。時間未定の為、時間が確定したら申請をお願いします。
＜要注目患者様ケース検討＞
・市川　真紀子様～月経5日目ですが腹部症状や不調訴えなく経過しています。引き続き精神症状と身体症状の観察をしていきましょう。
・中村　豊様～日中傾眠し、臥床傾向にあります。午後活動を促していきましょう。
・内田　都影様～夜間浅眠で経過しており、日中も臥床傾向にあります。早朝に滅裂な妄想言動が聞かれていますが、日中は目立っていません。引き続き精神症状観察し、日中の離床を促していきましょう。

・向井　敦子様～早朝に覚醒し、特定男性患者様と交流し過ごしています。過度な接触はありません。間食を１週間分ずつ本人預かりにしていましたが、盗まれたと発言あり、本日からスタッフ預かりとしています。言動に注意し観察していきましょう。本日から看護学生の担当となっています。
・葛西　せつ様～深夜帯で多弁さ見られていますが、日中は落ち着いて過ごされ日課も支障なく行っています。引き続き経過をみていきましょう。
・泉川　ケイ子様～不食が続いており、準夜帯に詰所前で土下座する奇異行動も見られています。本日は朝にパンのみ摂取し昼食は不食していますが内服拒否はありません。洗濯機使用時に不機嫌になることあり、気分変動見られています。引き続き精神症状観察していきましょう。
・松川　順子様～作業中不安感の訴えが聞かれていますが、それ以降訴えはなく落ち着いて過ごされています。心気的な訴えが続いているため、傾聴し必要時頓服を使用していきましょう。
・澤口　利香様～昼食前に過去の事を思い出し辛いと号泣する事がありました。傾聴し、頓服内服後は自室にて休まれています。引き続き訴えあった際は傾聴にて対応していき、自傷行為や希死念慮の出現がないか注意して観察していきましょう。
・阿部　文香様～話しかけ頻回で、しつこさ見られています。また他患者様から話しかけられ大声で怒鳴る事がありました。その後日中は落ち着いて過ごされています。トラブルに注意していきましょう。
・豊川　登美枝様～下痢症状の訴えがあり、止痢剤希望ありますが下剤内服している為、経過を見るように説明しています。引き続き腹部症状観察していきましょう。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・泉川　ケイ子様～主治医へ拒薬・不食、最近の状況について情報提供していますが、処方変更はありません。

・沢田　秋子様～主治医より心電図検査、異常なしと説明を受けています
・成田　賀枝様～12/11採血指示あります。心電図でQT延長があったため、処方変更あり12/11～ペロスピロン塩酸塩錠(4)中止、エビリファイ錠(1)1錠　寝る前　に追加となっています。
・蕨　真理様～12/30～1/3まで外泊希望あり、主治医より許可頂いています。

・飯豊　信雄様～入院形態を任意入院に変更しています。北病棟へ転出について主治医より許可頂いています。12/11からオランザピンがトータル15㎎→20㎎へ増量となっています。
　
・高柳　和子様～排便困難、腹部膨満感について主治医へ情報提供し、本日ケンエーG浣腸液60ml１本処方、12/11～重質酸化マグネシウム4P→6Pへ増量となっています。また幻視や妄想様の言動もあることからオランザピン(10)1錠→2錠へ増量、チミペロン(3)が中止となっています。　
・柿木　真吾様～入院形態変更と北病棟転出について主治医より許可頂いています。採血結果問題ないと説明受けています。不眠時レボトミン(25)7回分処方となっています。感冒症状あり、PL配合顆粒(5)中止、12/10昼からツムラ麦門冬湯エキス顆粒3包 毎食前開始となっています。不眠時薬の使用頻度が高い事から12/11～ニトラゼパム錠(5)1錠が寝る前に追加となっています。
＜田名部Dr.患者様退院支援委員会会議＞

・泉川　ケイ子様～兄様に確認し施設入所の方向で進めていくこととなっています。不食が続き精神症状も変動あるため、引き続き観察し主治医に情報提供していきましょう。
・沢田　秋子様～時々独語聞かれています。日常生活が維持できるように支援していきましょう。
・成田　賀枝様～施設へ入所予定となっています。最近不調の訴えはなく経過していますが、気分に変動があるため、精神症状観察し自傷行為に注意して介入していきましょう。
・蕨　真理様～後見人と相談しながら方向性の確認をしていきましょう。
・飯豊　信雄様～本日任意入院に切り替え、北病棟へ転出となっています。施設も退所となっているため、今後施設選定を進めていきましょう。
・高柳　和子様～退院先は自宅となっています。幻聴に左右され日課への支障もあるため、
適宜支援を行っていきましょう。
・畑中　成夫様～恋愛妄想や指示的幻聴は持続していますが、行動化は見られていません。引き続きトラブルに注意し、介入していきましょう。
・柿木　真吾様～青山荘の方向で今後進めていく予定となっています。感冒症状が続いているため、身体症状、精神症状合わせて観察を行い適宜主治医に情報提供をしていきましょう。
